
1

3 10 10 23

2 66.7% 9 90.0% 9 90.0% 20 87.0%

1 大学院修了者

2 大学卒業者

3 短期大学卒業者

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 必要である 1 50.0% 2 22.2% 4 44.4% 7 35.0%
2 必要ではない 0 0.0% 2 22.2% 0 0.0% 2 10.0%
3 どちらともいえない 1 50.0% 5 55.6% 5 55.6% 11 55.0%

2 100.0% 9 100.0% 9 100.0% 20 100.0%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 大いに興味・関心がある 1 50.0% 1 11.1% 1 11.1% 3 15.0%
2 興味・関心がある 1 50.0% 5 55.6% 7 77.8% 13 65.0%
3 興味・関心がない 0 0.0% 2 22.2% 1 11.1% 3 15.0%
4 まったく興味・関心がない 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0% 1 5.0%

2 100.0% 9 100.0% 9 100.0% 20 100.0%

0 65 69 134

47 121

計

質問３（小学校），質問４（幼稚園），質問５（保育所）　専修免許状を所持する大学院修了者で，高度な専門的
知識や高い実践力を備え，教育・保育現場で指導的な役割を担うことができる小学校教諭，幼稚園教諭及び
保育士が必要であると思いますか？

質問６　福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対して興味・関心はありますか？

6 0 3 9

計

41 56 21

配布数

回答数（回答率）

118

（私立）保育所 合計

93 261

（私立）小学校 （私立）幼稚園 （私立）保育所 合計
区分

区分
（私立）小学校 （私立）幼稚園 （私立）保育所 合計

計

教育学研究科修了者の採用意向等調査の結果

配布数・回答数（回答率） （私立）小学校 （私立）幼稚園 （私立）保育所 合計

【採用意向等調査①】

回答数 回答数 回答数 回答数

質問２　貴校・施設で過去3年間（2011～2013年度）における大学院修了者、大学卒業者、短期大学卒業者の
正規教員・正規保育士の採用人数についてお尋ねします。（およその人数で結構です。）

区分
（私立）小学校 （私立）幼稚園

○調査対象：福山市内の私立小学校3校，私立幼稚園10園，私立保育所10所（計23施設長）

○調査期間：平成２５年１１月１８日～１２月５日

○配布数：　　23件

○回答数：　　20件

○回答率：　　87.0％

○調査票：　　アンケート調査票①

資 料 ５ 
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 ぜひ採用したい 1 50.0% 2 22.2% 0 0.0% 3 15.0%
2 採用したい 1 50.0% 0 0.0% 2 22.2% 3 15.0%
3 採用について検討したい 0 0.0% 3 33.3% 5 55.6% 8 40.0%
4 検討する予定はない 0 0.0% 4 44.4% 2 22.2% 6 30.0%

2 100.0% 9 100.0% 9 100.0% 20 100.0%

(1)

(2)

(3)

 (4)

 (5)

78 16 9 103

75 96.2% 15 93.8% 7 77.8% 97 94.2%

教育の質向上に大いに貢献されるとの期待を持ちます。

配布数

回答数（回答率）

配布数・回答数（回答率） （公立）小学校 （公立）幼稚園 （公立）保育所 合計

○回答率：　　94.2％

○調査票：　　アンケート調査票②

質問８　福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，貴校・施設のご意見・ご要望があり
ましたら，以下にご記入下さい。

【主な回答】

 子どもを取りまく状況，子どもの発達の課題等，大学を卒業し社会人となってからも学び続けるべきこと
は多くあり，より専門的知識得たいと考える方もいると思う。地域に大学院で学べる環境ができることは
素晴らしいことであると思います。

課題のある子どもたちが顕著になる中，高度な理論や実践に基づいた保育展開は現場でも望まれてい
る。現場に学んだことをフィードバックできることが大切。臨床心理士等の心理臨床の資格取得も目指せ
るようにすると修了者の活躍の場が広がる。夜間や土曜日の授業開設，短期集中授業など，リカレント
教育を充実させるシステム構築をお願いしたい。奨学金の設置など，優秀な学生が集まり，また修了者
が地域に根を下ろして活躍できることを望む。現場サイドでも協力していきたい。

保育所を取り巻く状況は，様々な保育ニーズや子育てをめぐる問題への対応が迫りめまぐるしく変化し
ている。又，現在，規制緩和が進み「定員超過」「短時間保育士」など，ますます子ども一人ひとりとじっく
り向き合える状況が失われ戸惑いもある。保育の「質」を踏まえた制度改革が求められる現在，更に専
門知識の向上，技術習得を踏まえ振れ幅の広い保育士の質の向上に努める必要がある。

 子どもの発達，親の育成歴などが多様化している中，専門知識を持った職員の採用は必要です。

【採用意向等調査②】

○調査対象：福山市内の公立小学校78校，公立幼稚園16園，公立保育所9所（計103施設長）

○調査期間：平成２５年１１月５日～１２月５日

○配布数：　　103件

○回答数：　　 97件

計

質問７　貴校・施設において、福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者の採用意向に
ついてお尋ねします。

区分
（私立）小学校 （私立）幼稚園 （私立）保育所 合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 必要である 52 69.3% 10 66.7% 6 85.7% 68 70.1%
2 必要ではない 7 9.3% 1 6.7% 0 8 8.2%
3 どちらともいえない 16 21.3% 4 26.7% 1 14.3% 21 21.7%

75 100.0% 15 100.0% 7 100.0% 97 100.0%

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

高度な専門的知識以前に，幼稚園では幼児理解を深めることと，それに基づく具体的な保育実践，教育
課程の理解が最優先であると思います。なお，できる協力はすべてさせていただきます。

子どもを取り巻く保護者，地域の支援をするにあたっての専門性，係わりにくさをもつ子の支援をするに
あたっての専門性の育成を期待します。

【主な回答】

保育について専門性の高い人材はとても大切で必要だと考えます。

子どもの発達理解，家庭支援，保育力向上に向け実践を積み重ね，保育の専門性を高めることがとても
必要と思います。

保育の実践を分析する力，理論と実践を結びつける力は，とても大切だと思ってます。実践を踏まえた
専門知識はとても必要だと思います。

現場では，保育力のある人材を必要としています。即戦力となる知識のある人の育成はおおいに賛同い
たします。

学校現場と連続的・効果的接続を図ることで、様々な今日的課題への理解と実践力を培うことを期待す
る。また教師として必要なコミュニケーション力と素直さを大事にしてほしいと考える。

特別な支援が必要な子供や配慮の必要な保護者が増えてくるなかで，今後ますます幅広い知識・専門
性が必要であると考えます。

早期の設置を期待しています。

小中高校の教諭の専門性を高めることが求められている時代ですので、幼稚園においても同様だと考
えます。ただし，福山市が保幼の施設をどう統合しようと計画しているのかに影響を受けると思います。

計

【採用意向等調査③】
○調査対象：中国四国地方の9県（鳥取、島根、岡山、広島、山口、香川、愛媛、徳島、高知）の教育委員会

○調査期間：平成２５年１１月１８日～１２月５日

○調査対象：福山市及び近隣の8市町（府中市、尾道市、三原市、笠岡市、井原市、倉敷市、矢掛町、
                  里庄町） の教育委員会

○調査対象：福山市及び近隣の8市町（府中市、尾道市、三原市、笠岡市、井原市、倉敷市、神石高原町、
                  世羅町） の保育士関係の人事担当部署

質問２（小学校），質問３（幼稚園），質問４（保育所）　専修免許状を所持する大学院修了者で，高度な専門的
知識や高い実践力を備え，教育・保育現場で指導的な役割を担うことができる小学校教諭，幼稚園教諭及び
保育士が必要であると思いますか？

区分
（公立）小学校 （公立）幼稚園 （公立）保育所 合計

質問５　福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありましたら，以
下にご記入下さい。
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9 9 9 27

8 88.9% 7 77.8% 6 66.7% 21 77.8%

1 小学校教諭

2 幼稚園教諭

3 特別支援学校教諭

4 保育士

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 必要である 7 87.5% 4 57.1% 1 16.7% 12 57.1%
2 必要ではない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
3 どちらともいえない 0 0.0% 3 42.9% 5 83.3% 8 38.1%

不明・無回答 1 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.8%

9 100.0% 7 100.0% 6 100.0% 21 100.0%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 大いに興味・関心がある 0 0.0% 1 14.3% 1 16.7% 2 9.5%
2 興味・関心がある 6 75.0% 5 71.4% 4 66.7% 15 71.4%
3 興味・関心がない 0 0.0% 1 14.3% 1 16.7% 2 9.5%
4 まったく興味・関心がない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

不明・無回答 2 25.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 9.5%

8 100.0% 7 100.0% 6 100.0% 21 100.0%計

計

質問３　福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対する興味・関心はありますか？

区分
県教育委員会 市町教育委員会 市町人事担当

84

合計

0 0 0 0

1 6 9

1 0 0 1

2

○調査票：　　アンケート調査票③（県の教育委員会対象）

市町人事担当 合計

○配布数：　　27件

○回答数：　　21件

○回答率：　　77.8％

配布数・回答数（回答率） 県教育委員会 市町教育委員会 市町人事担当 合計

○調査票：　　アンケート調査票④（近隣市町の教育委員会対象）

○調査票：　　アンケート調査票⑤（近隣の自治体の保育士関係の人事担当部署対象）

17 24 33 74

配布数

回答数（回答率）

質問２　専修免許状を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，教育・保育現場で
指導的な役割を担うことができる小学校教諭，幼稚園教諭，特別支援学校教諭及び保育士が必要であると思
いますか？

区分
県教育委員会 市町教育委員会

質問１　過去3年間（2011～2013年度）における大学院新規修了者の正規教員・正規保育士の採用人数につ
いてお尋ねします。

区分
2011年度 2012年度 2013年度 合計

回答数 回答数 回答数 回答数

計 20 25 39
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(1)

(2)

(3)

(4)

【主な回答】

様々な経験を積み，学校現場での状況に臨機応変に対応できる，教師としての熱意とたくましさのある
人材育成を期待しています。

昨今問題となっている「小一プロブレム」等に対応できる専門的な知識を有した教諭の育成を期待しま
す。また，困難に直面した際も真摯に教育に向き合い続けることができる教諭の育成を期待します。

大学院において高度な専門的スキルを身に付けた人材を育成することについては大いに歓迎するが，
高い保育力とともに，高い人間力を身に付け，精神的にもタフな保育士を養成して欲しい。

小学校・幼稚園の教育現場において，高い専門的知識・能力を備え，指導的な役割を担うことのできる
教員は必要であり，大学院には，そのような教育者の育成を期待している。特に，発達に課題のある子
どもが健やかな成長・発達を遂げるために必要な教育的支援を行うことのできる教員，他の教員の模範
となって授業や学級運営を行い，市内をはじめ，市外の教員へも授業を公開し，その技術や工夫を発信
することにより本市の教育力を高めることのできる教員の育成を期待したい。

質問４　福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありましたら，以
下にご記入下さい。

以　上
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福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。〕 

 

問１ 貴校・施設の種別についてお尋ねします。 

 

１  小学校     ２  幼稚園     ３  保育所（園） 
 
 

問２ 貴校・施設で過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院修了者，大学卒

業者，短期大学卒業者の正規教員・正規保育士の採用人数についてお尋ねします。次の該当

する欄に記入してください。（おおよその人数で結構です。） 

 

区分 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

大学院修了者     人     人     人 

大学卒業者     人     人     人 

短期大学卒業者     人     人     人 

 
 

【 小学校の方にお尋ねします。】 

問３ 今後，貴校においては，一種免許状（小学校，幼稚園または特別支援学校）に加えて専修

免許状（小学校または幼稚園）を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力

を備え，教育現場で指導的な役割を担うことができる小学校教諭が必要であると思います

か？ 

 

１  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

【 幼稚園の方にお尋ねします。】 

問４ 今後，貴園においては，幼稚園一種免許状と保育士資格に加えて幼稚園専修免許状を所持

する大学院修了者，あるいは，幼稚園一種免許状と小学校一種免許状に加えて専修免許状（幼

稚園または小学校）を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，教

育現場で指導的な役割を担うことができる幼稚園教諭が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 

 

 
（仮称）福山市立大学大学院教育学研究科に係る採用意向アンケート 

【私立の学校・施設の方へ】 

裏面もあります 

アンケート調査票① 
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【 保育所（園）の方にお尋ねします。】 

問５ 今後，貴施設においては，保育士資格と幼稚園一種免許状に加えて幼稚園専修免許状を所

持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，保育現場で指導的な役割を

担うことができる保育士が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 

 
 

【 本学に設置を検討中の大学院（教育学研究科）についてお尋ねします。】 

問６ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対して興味・関心はありま

すか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問７ 貴校・施設において，福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者の採用

意向についてお尋ねします。 

 

  １  ぜひ採用したい           ２  採用したい 

３  採用について検討したい       ４  検討する予定はない 
 
 

問８ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，貴校・施設のご意見・ご要

望がありましたら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 
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福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。 

 

問１ 貴施設の種別についてお尋ねします。 

 

  １  小学校     ２  幼稚園     ３  保育所（園） 

 
 

【 小学校の方にお尋ねします。】 

問２ 今後，貴校においては，一種免許状（小学校，幼稚園または特別支援学校）に加えて専修

免許状（小学校または幼稚園）を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力

を備え，教育現場で指導的な役割を担うことができる小学校教諭が必要であると思います

か？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

【 幼稚園の方にお尋ねします。】 

問３ 今後，貴園においては，幼稚園一種免許状と保育士資格に加えて幼稚園専修免許状を所持

する大学院修了者，あるいは，幼稚園一種免許状と小学校一種免許状に加えて専修免許状（幼

稚園または小学校）を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，教

育現場で指導的な役割を担うことができる幼稚園教諭が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

【 保育所（園）の方にお尋ねします。】 

問４ 今後，貴施設においては，保育士資格と幼稚園一種免許状に加えて幼稚園専修免許状を所

持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，保育現場で指導的な役割を

担うことができる保育士が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

問５ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありまし

たら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 
 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

 
（仮称）福山市立大学大学院教育学研究科に係るアンケート 

【公立の施設の方へ】 

アンケート調査票② 



1 
 

 
  

 

福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。〕 

 

問１ 過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院新規修了者の小学校教諭また

は特別支援学校教諭（小学部―知的障害・肢体不自由・病弱）の正規の採用人数についてお

尋ねします。 

 

区分 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

小学校教諭     人     人     人 

特別支援学校教諭     人     人     人 

 
 

問２ 今後，一種免許状（小学校または特別支援学校）に加えて専修免許状（小学校）を所持す

る大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，教育現場で指導的な役割を担う

ことができる小学校教諭または特別支援学校教諭が必要であると思いますか？ 

 

１  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

問３ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対して興味・関心はありま

すか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問４ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありまし

たら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

 
（仮称）福山市立大学大学院教育学研究科に係るアンケート 

【県の教育委員会の方へ】 

アンケート調査票③ 
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福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。〕 

 

問１ 過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院新規修了者の幼稚園教諭の正

規の採用人数についてお尋ねします。 

 

年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

人数      人      人      人 

 
 

問２ 今後，幼稚園一種免許状と保育士資格に加えて幼稚園専修免許状を所持する大学院修了者，

あるいは，幼稚園一種免許状と小学校一種免許状に加えて専修免許状（幼稚園または小学校）

を所持する大学院修了者で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，教育現場で指導的な役

割を担うことができる幼稚園教諭が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

問３ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対して興味・関心はありま

すか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問４ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありまし

たら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

 
（仮称）福山市立大学大学院教育学研究科に係るアンケート 

【市町の教育委員会の方へ】 

アンケート調査票④ 
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福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。〕 

 

問１ 過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院新規修了者の保育士の正規の

採用人数についてお尋ねします。 

 

年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

人数      人      人       人 

 
 

問２ 今後，保育士資格と幼稚園一種免許状に加えて幼稚園専修免許状を所持する大学院修了者

で，高度な専門的知識や高い実践力を備え，保育現場で指導的な役割を担うことができる保

育士が必要であると思いますか？ 

 

  １  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

問３ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科の修了者に対して興味・関心はありま

すか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問４ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科に対する，ご意見・ご要望がありまし

たら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

 
（仮称）福山市立大学大学院教育学研究科に係るアンケート 

【自治体の人事担当者の方へ】 

アンケート調査票⑤ 



1

157 161 160 478

123 78.3% 146 90.7% 137 85.6% 406 84.9%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 男 66 53.7% 80 54.8% 74 54.0% 220 54.2%
2 女 57 46.3% 66 45.2% 62 45.3% 185 45.6%

不明・無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.7% 1 0.2%

123 100.0% 146 100.0% 137 100.0% 406 100.0%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 大学院進学 8 6.5% 10 6.8% 10 7.3% 28 6.9%
2 就職（企業） 99 80.5% 116 79.5% 119 86.9% 334 82.3%
3 就職（公務員） 63 51.2% 49 33.6% 27 19.7% 139 34.2%
4 未定 20 16.3% 16 11.0% 2 1.5% 38 9.4%
5 その他 2 1.6% 3 2.1% 0 0.0% 5 1.2%

192 - 194 - 158 - 544 -

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 大いに興味・関心がある 4 3.3% 6 4.1% 10 7.3% 20 4.9%
2 興味・関心がある 41 33.3% 45 30.8% 40 29.2% 126 31.0%
3 興味・関心がない 57 46.3% 48 32.9% 52 38.0% 157 38.7%
4 まったく興味・関心がない 21 17.1% 47 32.2% 34 24.8% 102 25.1%

不明・無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 0.7% 1 0.2%

123 100.0% 146 100.0% 137 100.0% 406 100.0%

配布数

回答数（回答率）

計

質問３　大学卒業後の進路についてお尋ねします。（複数回答可）

質問４　大学院での教育に興味や関心をお持ちですか？

【注】福山市立大学は平成23年4月に開学したため、調査時には4年生は在籍していない。

質問２　あなたの性別について尋ねます。

区分
1年生 2年生 3年生 合計

計

都市経営学研究科への進学・入学意向等調査の結果

配布数・回答数（回答率） 1年生 2年生 3年生 合計

【進学意向等調査③】

○調査対象：福山市立大学都市経営学部に在籍する全学生（計478人）

○調査期間：平成２５年１１月１１日～１１月１９日

○配布数：　　478件

○回答数：　　406件

○回答率：　　84.9％

○調査票：　　アンケート調査票⑩

3年生 合計
区分

区分
1年生 2年生 3年生 合計

1年生 2年生

計

資 料 ６ 
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 大いに興味・関心がある 3 2.4% 7 4.8% 8 5.8% 18 4.4%
2 興味・関心がある 43 35.0% 39 26.7% 37 27.0% 119 29.3%
3 興味・関心がない 46 37.4% 54 37.0% 55 40.1% 155 38.2%
4 まったく興味・関心がない 27 22.0% 46 31.5% 35 25.5% 108 26.6%

不明・無回答 4 3.3% 0 0.0% 2 1.5% 6 1.5%

123 100.0% 146 100.0% 137 100.0% 406 100.0%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 ぜひ進学したい 0 0.0% 2 1.4% 6 4.4% 8 2.0%

2 条件が整えば進学したい 16 13.0% 13 8.9% 5 3.6% 34 8.4%

3 現場を経験した後に進学したい 3 2.4% 5 3.4% 3 2.2% 11 2.7%

4 現在のところ進学は考えていない 100 81.3% 126 86.3% 121 88.3% 347 85.5%

不明・無回答 4 3.3% 0 0.0% 2 1.5% 6 1.5%

123 100.0% 146 100.0% 137 100.0% 406 100.0%

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 専門知識の習得 12 63.2% 10 50.0% 10 71.4% 32 60.4%
2 研究したいテーマがある 5 26.3% 8 40.0% 7 50.0% 20 37.7%
3 教養や資質の向上 9 47.4% 8 40.0% 6 42.9% 23 43.4%
4 学位（修士）の取得 4 21.1% 10 50.0% 5 35.7% 19 35.8%
5 将来を見据えたキャリアアップ 8 42.1% 14 70.0% 6 42.9% 28 52.8%
6 社会人院生との交流 0 0.0% 2 10.0% 0 0.0% 2 3.8%
7 専任教員の専門性 4 21.1% 4 20.0% 2 14.3% 10 18.9%
8 学費 4 21.1% 6 30.0% 6 42.9% 16 30.2%
9 教育施設・厚生施設の充実 0 0.0% 4 20.0% 2 14.3% 6 11.3%

10 自宅通学圏内 0 0.0% 1 5.0% 1 7.1% 2 3.8%
11 その他 0 0.0% 1 5.0% 1 7.1% 2 3.8%

46 - 68 - 46 - 160 -

質問６　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に進学を希望しますか？

区分
1年生 2年生 3年生 合計

計

計

質問５　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対して興味・関心はありますか？

区分
1年生 2年生 3年生 合計

計

質問７　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科への進学を考える場合、何を重視します
か？（複数回答可）【質問６で「１」「２」「３」と回答した学生への質問】

区分
1年生 2年生 3年生 合計
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回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

1 計画・デザイン 8 42.1% 3 15.0% 7 50.0% 18 34.0%
2 経済・経営 11 57.9% 5 25.0% 2 14.3% 18 34.0%
3 共生・開発 4 21.1% 5 25.0% 3 21.4% 12 22.6%
4 環境 1 5.3% 4 20.0% 3 21.4% 8 15.1%
5 より複合した分野 0 0.0% 3 15.0% 4 28.6% 7 13.2%
6 未定 0 0.0% 2 10.0% 0 0.0% 2 3.8%

24 - 22 - 19 - 65 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 男 99 61.5% 13 65.0% 112 61.9%
2 女 61 37.9% 7 35.0% 68 37.6%

不明・無回答 1 0.6% 0 0.0% 1 0.6%
計 161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 ２０代 33 20.5% 5 25.0% 38 21.0%
2 ３０代 54 33.5% 8 40.0% 62 34.3%
3 ４０代 40 24.8% 7 35.0% 47 26.0%
4 ５０代 24 14.9% 0 0.0% 24 13.3%
5 ６０代 10 6.2% 0 0.0% 10 5.5%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

質問８　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科への進学を希望する場合の専門分野
（特に興味があり、専門性を深めたい分野）はどれですか。【質問６で「１」「２」「３」と回答した学生への質問】

区分
1年生 2年生 3年生 合計

○配布数：　　741件

○回答数：　　181件

○回答率：　　24.4％

計

【進学意向等調査④】
○調査対象：福山市内の企業211社、ＮＰＯ法人18団体、中国四国地方の9県（鳥取、島根、岡山、
                  広島、山口、香川、愛媛、徳島、高知）、福山市及び近隣の8市町（府中市、尾道市、
                  三原市、笠岡市、井原市、倉敷市、矢掛町、世羅町）、計247事業所の職員各3人
                  （計741人）

○調査期間：平成２５年１１月１８日～１２月５日

○調査票：　　アンケート調査票⑪，⑫

質問１　あなたの性別、年代別についてお尋ねいたします。

性別
企業・NPO 自治体 合計

区分
企業・NPO 自治体 合計

計
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人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 事務職 89 55.3% 17 85.0% 106 58.6%
2 営業職 5 3.1% 0 0.0% 5 2.8%
3 技術職 19 11.8% 1 5.0% 20 11.0%
4 管理職 32 19.9% 2 10.0% 34 18.8%
5 サービス他 8 5.0% 0 0.0% 8 4.4%
6 その他 7 4.3% 0 0.0% 7 3.9%

不明・無回答 1 0.6% 0 0.0% 1 0.6%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 大いに必要性を感じている 11 6.8% 3 15.0% 14 7.7%
2 必要性を感じている 71 44.1% 9 45.0% 80 44.2%
3 必要性を感じていない 57 35.4% 8 40.0% 65 35.9%
4 まったく必要性を感じていない 21 13.0% 0 0.0% 21 11.6%

不明・無回答 1 0.6% 0 0.0% 1 0.6%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 ぜひ入学したい 1 0.6% 2 10.0% 3 1.7%
2 条件が整えば入学したい 42 26.1% 5 25.0% 47 26.0%
3 現在のところ入学は考えていない 118 73.3% 13 65.0% 131 72.4%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 人文科学 4 9.3% 2 28.6% 6 12.0%
2 社会科学（法学，政治学など） 2 4.7% 3 42.9% 5 10.0%
3 社会科学（経営学，経済学など） 18 41.9% 3 42.9% 21 42.0%
4 理学 1 2.3% 0 0.0% 1 2.0%
5 工学 1 2.3% 0 0.0% 1 2.0%
6 医学・保健 7 16.3% 1 14.3% 8 16.0%
7 家政 1 2.3% 0 0.0% 1 2.0%
8 教育学 1 2.3% 0 0.0% 1 2.0%
9 学際領域 5 11.6% 1 14.3% 6 12.0%

10 その他 5 11.6% 0 0.0% 5 10.0%

45 - 10 - 55 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 大いに興味・関心がある 2 1.2% 2 10.0% 4 2.2%
2 興味・関心がある 64 39.8% 10 50.0% 74 40.9%
3 興味・関心がない 69 42.9% 7 35.0% 76 42.0%
4 まったく興味・関心がない 20 12.4% 1 5.0% 21 11.6%

不明・無回答 6 3.7% 0 0.0% 6 3.3%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

計

計

計

計

区分
企業・NPO

質問６　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対して興味・関心
はありますか？

区分
企業・NPO 自治体 合計

自治体 合計

質問４　大学院への入学を希望しますか？

区分
企業・NPO 自治体 合計

計

質問３　大学院への入学など、学び直しをする場の必要性を感じますか？

区分
企業・NPO 自治体 合計

質問５　大学院に入学する場合の希望分野は、次のいずれですか？【質問４で「１」「２」と
回答した職員への質問】

質問２　あなたの職種は、次のいずれですか？

区分
企業・NPO 自治体 合計
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人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 ぜひ入学したい 1 0.6% 1 5.0% 2 1.1%
2 条件が整えば入学したい 31 19.3% 4 20.0% 35 19.3%
3 現在のところ入学は考えていない 124 77.0% 15 75.0% 139 76.8%

不明・無回答 5 3.1% 0 0.0% 5 2.8%

161 100.0% 20 100.0% 181 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
1 専門知識の習得 19 59.4% 2 40.0% 21 56.8%
2 研究したいテーマがある 5 15.6% 1 20.0% 6 16.2%
3 教養や資質の向上 8 25.0% 4 80.0% 12 32.4%
4 学位（修士）の取得 4 12.5% 0 0.0% 4 10.8%
5 将来を見据えたキャリアアップ 13 40.6% 0 0.0% 13 35.1%
6 他の院生との交流 2 6.3% 0 0.0% 2 5.4%
7 仕事との両立の可能性 16 50.0% 4 80.0% 20 54.1%

8 専任教員の専門性 4 12.5% 0 0.0% 4 10.8%

9 学費 18 56.3% 1 20.0% 19 51.4%
10 教育施設・厚生施設の充実 1 3.1% 0 0.0% 1 2.7%
11 自宅通学圏内 5 15.6% 1 20.0% 6 16.2%
12 その他 1 3.1% 0 0.0% 1 2.7%

96 - 13 - 109 -計

計

区分
企業・NPO 自治体

質問８　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科への入学を考える
際、何を重視しますか？【質問７に「１」「２」と回答した職員への質問】

合計

質問７　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に入学を希望しますか？

区分
企業・NPO 自治体 合計
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福山市立大学事務局 

 

福山市立大学では，在学生の皆さんが大学を卒業後，さらに学びを深める場として，2015 年

度を目途に大学院（都市経営学研究科都市経営学専攻）の設置について検討しています。 

 都市経営学研究科では，持続可能な地域社会の発展に向けた専門的知識や探究力，戦略的な思

考及び実践的な課題解決力を備え，地域のさまざまな分野において指導的な役割を担える高度な

人材を養成するためのカリキュラムを準備する予定です。 

都市経営学研究科を修了すると，修士（都市経営学）の学位取得が可能となります。 

 そこで，福山市立大学大学院への進学意向を把握するため，在学生の皆さんに，都市経営学研

究科に係るアンケートにご協力をお願いするものです。 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。その他を選んだ場合には

（     ）内に記入してください。〕 

 

問１ あなたの所属する学年についてお尋ねします。 

 

  １  １年生        ２  ２年生        ３  ３年生 

 
 

問２ あなたの性別についてお尋ねします。 

 

  １  男          ２  女  

 
 

問３ 大学卒業後の進路についてお尋ねします。（複数回答可） 

 

  １  大学院進学      ２  就職（企業）    ３  就職（公務員） 

４  未定         ５  その他（          ） 

 
 

問４ 大学院での教育に興味や関心をお持ちですか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある    ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない       ４  まったく興味・関心がない 

 

 
（仮称）福山市立大学大学院都市経営学研究科に係る進学意向アンケート 

【３・２・１年生の方へ】 

裏面もあります 

アンケート調査票⑩ 
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【本学に設置を検討中の大学院（都市経営学研究科）についてお尋ねします。】 

問５ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対して興味・関心はあります

か？ 

 

  １  大いに興味・関心がある    ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない       ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問６ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に進学を希望しますか？ 

 

  １  ぜひ進学したい        ２  条件が整えば進学したい 

  ３  現場を経験した後に進学したい ４  現在のところ進学は考えていない 

 
 

【以下，問６ で１，２，３を選択した方にお尋ねします。】 

問７ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科への進学を考える際，何を重視し

ますか？（複数回答可） 

 

  １  専門知識の習得        ２  研究したいテーマがある 

  ３  教養や資質の向上       ４  学位（修士）の取得 

  ５  将来を見据えたキャリアアップ ６  社会人院生との交流 

  ７  専任教員の専門性       ８  学費 

９  教育施設・厚生施設の充実  １０  自宅通学圏内 

１１  その他（         ） 

 
 

問８ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科へ進学を希望する場合の専門分野

（特に興味があり，専門性を深めたい分野）はどれですか？ 

 

  １  計画・デザイン        ２  経済・経営 

  ３  共生・開発          ４  環境 

  ５  より複合した分野       ６  未定 

 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 
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福山市立大学事務局 

 福山市立大学では，大学を卒業した学生や，企業やＮＰＯ団体等において社会人として活躍さ

れている方が，さらに学びを深める場として，２０１５年度を目途に大学院修士課程（都市経営

学研究科都市経営学専攻）を設置することについて検討しています。 

 都市経営学研究科では，持続可能な地域社会の発展に向けた専門的知識や探究力，戦略的な思

考及び実践的な課題解決力を備え，地域のさまざまな分野において指導的な役割を担える高度な

人材を養成するためのカリキュラムを準備する予定です。 

 都市経営学研究科を修了すると，修士（都市経営学）の学位取得が可能となります。 

 つきましては，福山市立大学大学院への入学意向を把握するための，都市経営学研究科に係る

アンケートにご協力いただきますようお願いいたします。 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。その他を選んだ場合には

（    ）内に記入してください。〕 

 

問１ あなたの性別，年代別についてお尋ねします。 

 

（１）性別   １  男        ２  女 
 

（２）年代別  １  ２０代      ２  ３０代      ３  ４０代 

４  ５０代      ５  ６０代 

 
 

問２ あなたの職種は，次のいずれですか？ 

 

  １  事務職      ２  営業職      ３  技術職 

  ４  管理職      ５  サービス他    ６  その他（        ） 
 
 

問３ 大学院への入学など，学び直しをする場の必要性を感じますか？ 

 

  １  大いに必要性を感じている   ２  必要性を感じている 

３  必要性を感じていない     ４  まったく必要性を感じていない 

 
 

問４ 大学院への入学を希望しますか？ 

 

  １  ぜひ入学したい        ２  条件が整えば入学したい 

  ３  現在のところ入学は考えていない 

 

 
（仮称）福山市立大学大学院都市経営学研究科に係る入学意向アンケート 

【企業・ＮＰＯの従業員の方へ】 

裏面もあります 

アンケート調査票⑪ 
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【 問４で１，２を選択した方にお尋ねします。】 

問５ 大学院に入学する場合の希望分野は，次のいずれですか？ 

 

  １  人文科学（文学，史学，哲学，心理学など） 

  ２  社会科学①（法学，政治学など） 

  ３  社会科学②（経営学，経済学，商学，社会学など） 

  ４  理学（数学，物理学，化学，生物，地学など） 

５  工学（土木工学，都市工学，建築工学，機械・金属工学，電気・通信工学，繊維工学など ） 

６  医学・保健（医学，歯学，薬学，看護学，栄養学など） 

  ７  家政（家政学，食物学，被服学，住居学など） 

  ８  教育学（保育，幼稚園，小・中・高等学校，特別支援など） 

  ９  学際領域（総合政策，国際関係，環境，情報学など） 

 １０  その他（          ） 

 
 

【 本学に設置を検討中の大学院（都市経営学研究科）についてお尋ねします。】 

問６ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対して興味・関心はあります

か？ 

 

  １  大いに興味・関心がある    ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない       ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問７ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に入学を希望しますか？ 

 

  １  ぜひ入学したい        ２  条件が整えば入学したい 

  ３  現在のところ入学は考えていない 

 
 

【 問７で１，２を選択した方にお尋ねします。】 

問８ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科への入学を考える際，何を重視しま

すか？（複数回答可）  

 

  １  専門知識の習得        ２  研究したいテーマがある 

  ３  教養や資質の向上       ４  学位（修士）の取得 

  ５  将来を見据えたキャリアアップ ６  他の院生との交流 

  ７  仕事との両立の可能性     ８  専任教員の専門性 

  ９  学費            １０  教育施設・厚生施設の充実 

 １１  自宅通学圏内        １２  その他（         ） 

 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

恐れ入りますが，返信用の封筒に入れ，１１月２２日（金）までに投函してください。 
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福山市立大学事務局 

 福山市立大学では，大学を卒業した学生や，自治体や企業，ＮＰＯ団体等において社会人とし

て活躍されている方が，さらに学びを深める場として，２０１５年度を目途に大学院修士課程（都

市経営学研究科都市経営学専攻）を設置することについて検討しています。 

 都市経営学研究科では，持続可能な地域社会の発展に向けた専門的知識や探究力，戦略的な思

考及び実践的な課題解決力を備え，地域のさまざまな分野において指導的な役割を担える高度な

人材を養成するためのカリキュラムを準備する予定です。 

都市経営学研究科を修了すると，修士（都市経営学）の学位取得が可能となります。 

 つきましては，福山市立大学大学院への入学意向を把握するための，都市経営学研究科に係る

アンケートにご協力いただきますようお願いいたします。 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。その他を選んだ場合には

（    ）内に記入してください。〕 

 

問１ あなたの性別，年代別についてお尋ねします。 

 

（１）性別   １  男        ２  女 
 

（２）年代別  １  ２０代      ２  ３０代      ３  ４０代 

４  ５０代      ５  ６０代 

 
 

問２ あなたの職種は，次のいずれですか？ 

 

  １  事務職      ２  営業職      ３  技術職 

  ４  管理職      ５  サービス他    ６  その他（        ） 
 
 

問３ 大学院への入学など，学び直しをする場の必要性を感じますか？ 

 

  １  大いに必要性を感じている   ２  必要性を感じている 

３  必要性を感じていない     ４  まったく必要性を感じていない 

 
 

問４ 大学院への入学を希望しますか？ 

 

  １  ぜひ入学したい        ２  条件が整えば入学したい 

  ３  現在のところ入学は考えていない 

 

 
（仮称）福山市立大学大学院都市経営学研究科に係る入学意向アンケート 

【自治体の職員の方へ】 

裏面もあります 

アンケート調査票⑫ 
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【 問４で１，２を選択した方にお尋ねします。】 

問５ 大学院に入学する場合の希望分野は，次のいずれですか？ 

 

  １  人文科学（文学，史学，哲学，心理学など） 

  ２  社会科学①（法学，政治学など） 

  ３  社会科学②（経営学，経済学，商学，社会学など） 

  ４  理学（数学，物理学，化学，生物，地学など） 

５  工学（土木工学，都市工学，建築工学，機械・金属工学，電気・通信工学，繊維工学など） 

６  医学・保健（医学，歯学，薬学，看護学，栄養学など） 

  ７  家政（家政学，食物学，被服学，住居学など） 

  ８  教育学（保育，幼稚園，小・中・高等学校，特別支援など） 

  ９  学際領域（総合政策，国際関係，環境，情報学など） 

 １０  その他（          ） 

 
 

【 本学に設置を検討中の大学院（都市経営学研究科）についてお尋ねします。】 

問６ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対して興味・関心はあります

か？ 

 

  １  大いに興味・関心がある    ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない       ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問７ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に入学を希望しますか？ 

 

  １  ぜひ入学したい        ２  条件が整えば入学したい 

  ３  現在のところ入学は考えていない 

 
 

【 問７で１，２を選択した方にお尋ねします。】 

問８ 福山市立大学で設置を検討中の大学院教育学研究科への入学を考える際，何を重視しま

すか？（複数回答可）  

 

  １  専門知識の習得        ２  研究したいテーマがある 

  ３  教養や資質の向上       ４  学位（修士）の取得 

  ５  将来を見据えたキャリアアップ ６  他の院生との交流 

  ７  仕事との両立の可能性     ８  専任教員の専門性 

  ９  学費            １０  教育施設・厚生施設の充実 

 １１  自宅通学圏内        １２  その他（         ） 

 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

恐れ入りますが，返信用の封筒に入れ，１１月２２日（金）までに投函してください。 



 

（仮称） 

福山市立大学大学院 

都市経営学研究科 

Fukuyama City University 

Graduate School of Urban Management Master’s Program 

 

 

 

 

 

設置認可申請準備中 

※設置認可申請準備中のため，内容等については予定であり，変更になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知は明日を開く 
WISDOM OPENS UP TOMORROW 

 

 

 

資 料 ７ 
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都市経営学研究科都市経営学専攻について 

About Division of Urban Management, Graduate School of Urban Management Master’s Program 

 

 

持続可能な地域社会の発展に向けた，高度な力量を備えた地域人材の育成 

 

 福山市立大学大学院都市経営学研究科都市経営学専攻は，都市の成り立ちや都市社

会の課題についての学識を深め，都市の再生や地域社会の活性化を総合的な視野から

探求できる知識や能力を養い，都市社会を取り巻く状況を自ら調査・分析し，課題を

解決できる高度な力量を備えた地域人材の育成をめざします。また，変化する時代の

都市社会のあり方を自ら探求できる知識や能力を養う機会を提供します。 

 

 

複合的な諸課題を改善・解決に導く教育研究 

  

高度な人材の育成のために，次の点を重視した教育研究をおこないます。 

 

①地域課題の学際的理解と理論的分析のための探究力の育成 

グローバル化時代の多面的で複雑化した都市社会の課題を，都市工学，経済・経営学，

社会学等の側面から多面的に把握し，理論的・構造的に問題を分析できる探究力を養いま

す。 

 

②産学官民や農工商の連携を組織できるネットワーク構築力の育成 

地域の企業，団体，組織，行政，自治会，住民組織等との共同事業や連携事業の企画・

参画等の実践活動を通じて，地域の多様なセクター間のネットワーク構築力を養います。 

 

③戦略的な思考及び実践的な問題解決能力の育成 

多様な地域課題についての事例研究やフィールドワークを通じて，複合的な現代社会の

課題に対する戦略的な思考と実践的な問題解決能力を養います。 
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都市経営学研究科都市経営学専攻の概要 

Outline of Division of Urban Management, Graduate School of Urban Management Master’s Program 

 

■研究指導分野の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画・環境系 

アーバンデザイン 

都市計画学 

都市基盤工学 

都市景観工学 

都市環境工学 

（都市生活学） 

地域づくり計画学 

地球環境学 

（環境地理学） 

・地域課題の学際的理解と理論的分析のための探求力の育成 

・産官学民や農工商の連携を組織できるﾈｯﾄﾜｰｸ構築力の育成 

・戦略的な思考と実践的な問題解決能力の育成 

 

【注】（ ）は，授業科目のみを置く分野 

経済・共生系 

社会思想史 

比較社会システム論 

公共政策論 

地域産業論，（環境経営学） 

ベンチャービジネス論 

（ＣＳＲ論） 

都市社会学，（共生社会論） 

（地域文化財） 

国際関係論，国際開発論 

 

 

 

総合的な視野から都市社会の課題に 

取り組むことのできる高度な地域人材の育成 
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■カリキュラムの特色と構成 

「基盤科目」「専門科目」「演習科目」と「実践科目」の４層からなる科目群と，それらの

学びの集大成としての「特別研究」から構成されています。 

 

●基盤科目（講義科目） 

 都市経営学研究科の基盤となる学問分野の連携を理解する科目であり，都市経営学研究の

基盤を理解し把握するための視点を養います。 

●専門科目（講義科目） 

 都市経営学研究科の主要な学問分野を探究する科目であり，都市経営学研究の本質を理解

し把握するための根幹となる専門的な基礎と視点を養います。 

●事例研究科目（演習科目，実習・実験科目） 

地域の現場で実務を体験し，都市社会の課題解決に向けた具体的な事例研究に取り組むこ

とによって，戦略的な思考能力や実践的な問題解決能力を養います。 

●特別研究（研究指導科目） 

 専門的な学習成果に基づいて，地域の実情や現状理解に基づく特定の課題を設定して研究

に取り組むことによって，地域の多様な職域で指導的な役割を担える高い探求力と研究遂行

能力を養います。 

 

 

 

 

■修了要件 

 基盤科目を４単位，専門科目，実践科目を合わせて１８単位以上（うち，事例研究科目か

ら２単位以上），特別研究８単位の，合計３０単位以上を修得することを修了要件とします。 

基盤科目 専門科目 事例研究科目 特別研究 計 

４単位 
 ２単位以上 

８単位 ３０単位以上 
１８単位以上 
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■２年間にわたる特別研究（修士論文）の指導体制 

都市経営学研究科は，指導教員が中心となって学生の研究上の関心や進路希望に基づいて

個別に履修指導を行います。 

 

 

■想定される修了後の進路 

 修了者には，次のような進路が想定されます。 

①都市問題や地域課題に関する高度な専門知識と探求力を備え，企業，コンサルタント，

行政，ＮＰＯ等で指導的な役割を担う職員 

②高度なプロジェクト・マネジメント能力や戦略的な企画力を備え，企業，コンサルタン

ト，行政，ＮＰＯ等で指導的な役割を担う職員 

③地域の産業についての深い知見に基づき，新たなビジネスモデルを提案し実行する高度

な能力を備えた起業家 

④地域の再生や活性化，地域における共助や福祉向上のため高度な専門知識や企画力を備

え，行政，ＮＰＯ等で指導的な役割を担う職員 

⑤都市経営学の研究者をめざした大学院博士課程への進学者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年次 

４月 

１０月，２月 

指導体制の決定 

研究経過報告会（研究の進捗状況の確認） 

２年次 

４月 

１０月 

１月 

２月 

第１回中間発表会（研究成果の発表，研究計画発表） 

第２回中間発表会，修士論文題目届提出 

修士論文提出 

学位論文発表会（口述試験を含む） 
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学生募集及び入試について 

  About Recruitment and Entrance Examination 

 

都市経営学研究科の入試は，一般選抜入試，社会人特別選抜入試，外国人留学生特別選抜入

試を設けます。 

●出願資格 

≪一般選抜≫ 

 次の①～⑧のいずれかに該当する者 

 ①大学を卒業した者又は卒業見込みの者 

 ②学校教育法第 104 条第 4 項の規定により学士の学位を授与された者及び学士の学位を授

与される見込みの者 

③外国において学校教育における 16年の課程を修了した者あるいは修了見込みの者 

 ④外国の学校が行う通信教育における授業科目を，我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 16年の課程を修了した者あるいは修了見込みの者 

 ⑤我が国において，外国の大学の課程を有する者として，当該外国の学校教育制度におい

て位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修

了した者及び修了見込みの者 

⑥専修学校の専門課程で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者又は修了見込みの者 

 ⑦文部科学大臣の指定した者 

 ⑧本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で 22歳に達している者 

 

≪社会人特別選抜≫ 

３年以上の社会人経験を有する者で，次の①～③のいずれかに該当する者 

①大学を卒業した者又は卒業見込みの者 

②学校教育法第 104 条第 4 項の規定により学士の学位を授与された者又は学士の学位を授

与される見込みの者 

③本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で 22歳に達している者 

 

≪外国人留学生特別選抜≫ 

外国籍を有する者で，次の①～④のいずれかに該当する者 
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①外国において学校教育における 16年の課程を修了した者及び修了見込みの者 

②外国において学校教育における 12年の課程を修了し，日本において大学を卒業した者及

び卒業見込みの者 

③本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で 22歳に達している者 

 

●選抜方法 

出願 一般選抜 社会人特別選抜 外国人留学生特別選抜 

選抜方法 

学力検査（筆記試験

（専門科目，外国

語））・面接・出願書

類 

小論文・面接・出願書類 

学力検査（筆記試験（専門

科目，外国語））・面接（日

本語能力検査を含む）・出

願書類 

 

 



 

資 料 ８－１ 



 

資 料 ８－２ 



1

○調査対象：福山市内の企業211社、ＮＰＯ法人18団体（計229事業所）

回答数 割合

1 本社（本店・本所） 49 65.3%
2 支社（支店・支所） 20 26.7%
3 単独事業所 6 8.0%

75 100.0%

回答数 割合

1 福山市内 3 14.3%
2 広島県内（福山市内を除く） 6 28.6%
3 岡山県内 5 23.8%
4 中国地方（広島県・岡山県を除く） 0 0.0%
5 四国地方 0 0.0%
6 九州地方 0 0.0%
7 近畿地方 3 14.3%
8 東京都内 3 14.3%
9 関東地方（東京都内を除く） 1 4.8%

10 その他 0 0.0%

21 100.0%

計

都市経営学研究科修了者の採用意向等調査の結果

【採用意向等調査④】

○調査期間：平成２５年１１月１８日～１２月５日

○調査票：　　アンケート調査票⑧

○配布数：　　229件

○回答数：　　75件

○回答率：　　32.8％

質問１  貴事業所の設置形態は、次のいずれですか？

区分

質問２　貴事業所の本社（本店・本所）の所在地は、次のいずれで
すか？【質問１で「２」と回答した事業所に対する質問】

区分

計

資 料 ９ 



2

回答数 割合

1 農業・林業・漁業 1 1.3%
2 建設業 3 3.9%
3 鉱業・製造業 15 19.7%
4 電気・ガス・熱供給・水道業 2 2.6%
5 情報通信業 3 3.9%
6 運輸業 6 7.9%
7 卸売・小売業 12 15.8%
8 金融・保険業 4 5.3%
9 不動産業 0 0.0%

10 飲食店・宿泊業 2 2.6%
11 医療・福祉 9 11.8%
12 教育・学習支援業 1 1.3%
13 複合サービス業 6 7.9%
14 サービス業 3 3.9%
15 行政関係 0 0.0%
16 その他 9 11.8%

76 100.0%

回答数 割合

1 ２００人未満 30 40.0%
2 ２００人以上３００人未満 16 21.3%
3 ３００人以上 29 38.7%

75 100.0%

回答数 割合

1 事業所で一括採用 44 58.7%
2 本社等で一括採用 15 20.0%
3 事業所及び本社の両方で採用 16 21.3%

75 100.0%

回答数 割合

1 採用した 18 30.0%
2 採用していない 42 70.0%

60 100.0%

計

質問３　貴事業所の業種は、次のいずれですか？事業内容が多岐
にわたる場合は、主たる業種を1つ選んでください。

区分

計

質問４　貴事業所の従業員は、次のいずれですか？

区分

計

質問５　貴事業所の正規従業員の採用方法は、次のいずれです
か？

区分

質問６　貴事業所の過去3年間（2011～2013年度）における大学院
新規修了者の正規従業員の採用状況についてお尋ねします。【質
問５で「１」又は「３」と回答した事業所に対する質問】

区分

計
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回答数 割合

1 人文科学 3 16.7%
2 社会科学（法学，政治学など） 2 11.1%
3 社会科学（経営学，経済学など） 7 38.9%
4 理学 10 55.6%
5 工学 11 61.1%
6 医学・保健 4 22.2%
7 家政 1 5.6%
8 教育学（保育士・幼稚園・小学校） 0 0.0%
9 教育学（中学校・高校・専科） 1 5.6%

10 学際領域 0 0.0%
11 その他 0 0.0%

39 -

回答数 割合

1 幅広い教養や知識 12 66.7%
2 専門性を有する知識・技術 12 66.7%
3 必要な資格・免許 3 16.7%
4 学業成績 2 11.1%
5 出身大学や学部・学科・専攻など 2 11.1%
6 クラブ活動など課外活動の実績 1 5.6%
7 インターンシップなどの実務体験 0 0.0%
8 英語・中国語などの実践的な語学力 0 0.0%
9 コンピュータなどの情報処理能力 1 5.6%

10 コミュニケーション能力 12 66.7%
11 プレゼンテーション能力 2 11.1%
12 マーケティング力，企画開発力 4 22.2%
13 総合的なマネジメント能力 3 16.7%
14 その他 1 5.6%

55 -

回答数 割合

1 必要としていない 16 38.1%
2 入社希望がない 17 40.5%
3 採用したい人材がいない 5 11.9%
4 その他 4 9.5%

42 100.0%

質問７　どのような専門分野の大学院修了者を採用されましたか？
（複数回答可）【質問６で「１」と回答した事業所に対する質問】

区分

計

質問８　貴事業所が、大学院新規修了者を採用する場合に、重視す
る判断基準は、次のいずれですか？該当する番号を重視する順番
に３つ選択してください。【質問６で「１」と回答した事業所に対する質
問】

区分

計

質問９　大学院修了者を採用していない理由はなんですか。【質問６
で「２」と回答した事業所に対する質問】

区分

計
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回答数 割合

1 大いに興味・関心がある 2 2.7%
2 興味・関心がある 34 45.3%
3 興味・関心がない 24 32.0%
4 まったく興味・関心がない 2 2.7%

不明・無回答 13 17.3%

75 100.0%

回答数 割合

1 ぜひ採用したい 0
2 採用したい 7 9.3%
3 採用を検討する 27 36.0%
4 採用を希望しない 19 25.3%
5 その他 8 10.7%

不明・無回答 14 18.7%

75 100.0%

回答数 割合

1 幅広い教養や知識 31 41.3%
2 専門性を有する知識・技術 18 24.0%
3 英語・中国語などの実践的な語学力 5 6.7%
4 コンピュータなどの情報処理能力 12 16.0%
5 コミュニケーション能力 36 48.0%
8 プレゼンテーション能力 13 17.3%
9 マーケティング力，企画開発力 15 20.0%

10 総合的なマネジメント能力 23 30.7%
11 その他 7 9.3%

160 -

(1)

(2)

(3)

次代の地域を担う人材育成に期待します。

大学院の設立による高度な人材育成に期待します。

国際関係や国際開発などで熱意を持ち，実践者となる学生が育つことを期待しています。

質問１２　福山市立大学で設置を検討中の大学院経営学研究科に対する，貴事業所のご意見・ご要望があり
ましたら，以下にご記入ください？

質問１１　貴事業所において、福山市立大学で設置を検討中の大学
院都市経営学研究科の修了者の採用意向についてお尋ねします。

区分

質問１２　貴事業所において、福山市立大学で設置を検討中の大学
院都市経営学研究科の修了者を採用する場合、特にどのようなこと
を期待しますか？（複数回答可）

区分

計

【主な回答】

計

質問１０　福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究
科の修了者に対して興味・関心はありますか？

区分

計
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1 必要である

2 必要ではない

3 どちらともいえない

1 大いに興味・関心がある

2 興味・関心がある

3 興味・関心がない

4 まったく興味・関心がない

○配布数：　　18件

○回答数：　　 5件

○回答率：　　27.8％

計

3

0

1 20

【採用意向等調査⑤】

質問１　過去3年間（2011～2013年度）における大学院修了者の正規職員（事務職）の採用人数についてお
尋ねします。

区分
2011年度 2012年度 2013年度 合計

回答数 回答数 回答数 回答数

○調査対象：中国四国地方の9県（鳥取、島根、岡山、広島、山口、香川、愛媛、徳島、高知）、福山市
                  及び近隣の8市町（府中市、尾道市、三原市、笠岡市、井原市、倉敷市、矢掛町、世羅町）、
                  計18自治体の人事担当部署

○調査期間：平成２５年１１月１８日～１２月５日

○調査票：　　アンケート調査票⑨

質問４　福山市立大学で設置を検討中の大学院経営学研究科に対する，貴事業所のご意見・ご要望があり
ましたら，以下にご記入ください？

5

割合

正規職員（事務職）

区分

1

回答数

0.0%

質問２　今後、都市の成長や進化についての高度な専門的知識や
探求力とともに、戦略的思考に基づく企画力や実践力を備えた大学
院修了者で、指導的な役割を担うことができる人材が必要であると
思いますか？

2

区分

60.0%

40.0%

質問３　福山市立大学で設置を検討中の大学院経営学研究科の修
了者に対して興味・関心はありますか？

100.0%

計 5

割合

0.0%

80.0%

20.0%

0.0%

100.0%

回答数

0

4

1

0

【主な回答】　なし

以　上
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福山市立大学事務局 

  
 

〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。その他を選んだ場合には

（    ）内に記入してください。〕 

 

問１ 貴事業所の設置形態は，次のいずれですか？ 

 

  １  本社（本店・本所）      ２ 支社（支店・支所） 

３  単独事業所 
 
 

【 問１ で２を選択した事業所のみにお尋ねします。１または３を選択した事業所は 問３へ

お進みください。】 

問２ 貴事業所の本社（本店・本所）の所在地は，次のいずれですか？ 

 

  １  福山市内           ２  広島県内（福山市内を除く） 

３  岡山県内           ４  中国地方（広島県・岡山県を除く） 

５  四国地方           ６  九州地方 

７  近畿地方           ８  東京都内 

９  関東地方（東京都内を除く） １０  その他（都道府県名：        ） 
 
 

問３ 貴事業所の業種は，次のいずれですか？ 事業内容が多岐にわたる場合は，主たる業種を

１つ選んでください。 

 

  １  農業・林業・漁業       ２  建設業 

３  鉱業・製造業         ４  電気・ガス・熱供給・水道業 

５  情報通信業          ６  運輸業 

７  卸売・小売業         ８  金融・保険業 

９  不動産業          １０  飲食店・宿泊業 

１１  医療・福祉         １２  教育・学習支援業 

１３  複合サービス業       １４  サービス業 

１５  行政関係          １６  その他（          ） 
 
 

問４ 貴事業所の従業員数は，次のいずれですか？ 

 

  １  ２００人未満         ２  ２００人以上３００人未満 

３  ３００人以上 

 

 
（仮称）福山市立大学大学院都市経営学研究科に係る採用意向アンケート 

【企業・ＮＰＯの方へ】 

次ページにつづく 

アンケート調査票⑧ 
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問５ 貴事業所における正規従業員の採用方法は，次のいずれですか？ 

 

  １  貴事業所で一括採用        ２  貴事業所以外の本社等で一括採用 

  ３  貴事業所及び本社等の両方で採用   
 
 

【 問５ で１または３を選択した事業所のみにお尋ねします。２を選択した事業所は 問１２

へお進みください。】 

問６ 貴事業所の過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院新規修了者の正規

従業員の採用状況についてお尋ねします。 

 

  １  採用した        ２  採用していない 
 
 

【 問６ で１を選択した事業所のみにお尋ねします。２を選択した事業所は 問９へお進みく

ださい。】 

問７ どのような専門分野の大学院修了者を採用されましたか？（複数回答可） 

 

  １  人文科学（文学，史学，哲学，心理学など） 

  ２  社会科学①（法学，政治学など） 

  ３  社会科学②（経営学，経済学，商学，社会学など） 

  ４  理学（数学，物理学，化学，生物，地学など） 

５  工学（土木工学，都市工学，建築工学，機械・金属工学，電気・通信工学，繊維工学など）  

６  医学・保健（医学，歯学，薬学，看護学，栄養学など） 

  ７  家政（家政学，食物学，被服学，住居学など） 

  ８  教育学①（保育士養成課程，幼稚園教育課程，小学校教育課程，特別支援教育課程） 

  ９  教育学②（中学校教育課程，高等学校教育課程，音楽等特別教科課程） 

 １０  学際領域（総合政策，国際関係，環境，情報学など） 

 １１  その他（          ） 
 
 

問８ 貴事業所が，大学院新規修了者を採用する場合に，重視する判断基準は，次のいずれです

か？ 該当する番号を，重視する順番に３つ選択して下欄に番号を記入してください。 

 

  １  幅広い教養や知識          ２  専門性を有する知識・技術 

３  必要な資格や免許          ４  学業成績 

５  出身大学や学部・学科・専攻など   ６  クラブ活動などの課外活動の実績 

７  インターンシップなどの実務体験   ８  英語・中国語などの実践的な語学力 

９  コンピュータなどの情報処理能力  １０  コミュニケーション能力 

１１  プレゼンテーション能力      １２  マーケティング力，企画開発力 

１３  総合的なマネジメント能力     １４  その他（         ） 

 

第１重視   第２重視   第３重視  

 

次ページにつづく 
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【 問６ で２を選択した事業所のみにお尋ねします。】 

問９  大学院修了者を採用していない理由は何ですか？  

 

  １  大学院修了者までは必要としていない   ２  入社希望がない 

  ３  採用したい人材がいない         ４  その他（         ） 

 
 

【 本学に設置を検討中の大学院（都市経営学研究科）についてお尋ねします。】 

問１０ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科の修了者に対して興味・関心は

ありますか？ 

 

  １  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

  ３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問１１ 貴事業所において，福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科の修了者の

採用意向についてお尋ねします。 

 

  １  ぜひ採用したい           ２  採用したい 

３  採用を検討する           ４  採用を希望しない 

５  その他（             ） 
 
 

問１２ 貴事業所において，福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科の修了者を

採用する場合，特にどのようなことを期待しますか？（複数回答可） 

 

  １  幅広い教養や知識          ２  専門性を有する知識・技術 

３  英語などの実践的な語学力      ４  コンピュータなどの情報処理能力     

５  コミュニケーション能力       ６  プレゼンテーション能力       

７  マーケティング力，企画開発力    ８  総合的なマネジメント能力     

９  その他（          ） 
 
 

問１３ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対する，貴事業所のご意見・

ご要望がありましたら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 
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福山市立大学事務局 

  
〔各質問について，該当する番号に○をつけて回答してください。〕 

 

問１ 過去３年間（２０１１年度～２０１３年度）における大学院新規修了者の正規職員（事務

職）の採用人数についてお尋ねします。 

 

年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

人数      人      人      人 

 
 

問２ 今後，都市の成長や深化についての高度な専門的知識や探究力とともに，戦略的思考に基

づく企画力や実践力を備えた大学院修了者で，指導的な役割を担うことができる人材が必要

であると思いますか？ 

 

１  必要である    ２  必要ではない   ３  どちらともいえない 
 
 

問３ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科の修了者に対して興味・関心はあ

りますか？ 

 

１  大いに興味・関心がある       ２  興味・関心がある 

３  興味・関心がない          ４  まったく興味・関心がない 

 
 

問４ 福山市立大学で設置を検討中の大学院都市経営学研究科に対する，ご意見・ご要望があり

ましたら，以下にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

アンケート終了です。ご協力ありがとうございました。 

 
（仮称）福山市立大学大学院都市経営学研究科に係る人材需要アンケート 

【自治体の人事担当者の方へ】 

アンケート調査票⑨ 
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